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号数 年 月 頁 タイトル
A 4 1950 11 12「成年女性の地位」（Perempuan Sesudah Baligh）
B 19 1952 2 33「対等性の問題と初婚の強制」（Masalah Kupu dan Paksaan dalam Kahwin Dara）
C 43 1954 2 35「強制婚」（Kahwin Paksa）
D 45 1954 4 29「強制婚と強制後見」（Kahwin Paksa dan Wali Mujbir）
E 58 1955 5 36「シャリファとの婚姻」（Berkahwin dengan Syerifah）
F 66 1956 1 3 「イスラーム婚姻法案」（Rang Undang2 Kahwin Islam）
G 94 1958 5 7 「対等性を欠く婚姻」（Kahwin Tidak Kufu）
H 104 1959 3 26「少女と若者──結婚前に知り合ってもよいか」（Gadis dan Teruna boleh Berkenalan sebelum Kahwin?）
１ 本稿で用いる初婚の定義については後述。
２ 「the Muslim Advisory Board（ムスリム諮問委員会）」。海峡植
民地政府により設置した「the Mohammedan Advisory Board」
が1947年に改編・改称された。イスラーム法制改革で法案の草



































































































８ 後述の事例Syed Abdullah A-Shatiri v. Shariffah Salman （［1959］ 











































































































































































































































































































































































































































Ahmad Ibrahim. 1965. The Legal Status of the Muslims 
in Singapore. Malayan Law Journal ltd. 
Ahmad Ibrahim. 1979. Developments in the Marriage 
Laws in Singapore Since 1959. Malayan Law 
Journal ltd.
Djamour, Judith. 1959. Malay Kinship and Marriage in 
Singapore. The Athlone Press. 
Djamour, Judith. 1966. The Muslim Matrimonial Court 
in Singapore. The Athlone Press.
口羽益男・坪内良博 1966 「マラヤ北西部の稲作農村: 
18 ［Djamour 1966: 156］。［Ahmad Ibrahim 1965: 22］も参照。
19 この論説の冒頭には、「この問題についてはすでに論じられて
いる」として、より広い観点からの議論については過去の記事
を参照せよ、とある。法学的な議論は尽くされているという立
場とも読めるが、少なくともこの論説執筆当時の力点は、イス
ラーム法の観点から「女性の権利」を保護するよりも、円満な
婚姻の維持のために同意や協調を重んじる道徳的観点に置か
れていたと考えられる。対等性の問題による婚姻の障害につ
いては、論説 Eと同様クルアーンを引用して否定的な立場をと
り、対等性を婚姻の有効性の条件とする見方を否定している。
471950年代の「強制婚」論議にみるカラム誌の改革論理　光成歩
婚姻、離婚、家族の特質について」『東南アジア
研究』4（1）: 2-43。
光成歩 2011「社会再編の時代の婚姻・離婚法制：
1957年シンガポールのムスリム法令による改
革」坪井祐司・山本博之編『『カラム』の時代Ⅱ─
─マレ ・ーイスラム世界における公共領域の再
編』京都大学地域研究統合情報センター、pp. 
40-46。
柳橋博之 2001 『イスラーム家族法──婚姻・親子・
親族』創文社。
